The Lepidopterological Society of Japan 


176 蝶 と 此 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap. ) Vol.28, No. 4 1977 





17. 姫川 谷 に お ける Luehdorfia line の 研究 (2 ) 一 一 残雪 期 の 積雪 は japonica, puzsziloi 
の 混 生 に どの よう に 作用 し て いる か ーー 一 原 民 樹 (神奈 川 県 ) 





従来 , Luehdorfia と 積雪 の 問題 は 冬期 間 の 降雪 時 の みそ の 視点 が そそ が れ て いた . Luendorfia の ライ フ ・ サ 
イク タル の 出発 点 と も いう べき 成虫 の 羽化 期 , これ を 食 草 の 側 か らち みた 場合 は 発芽 期 た 該当 する 春の 残雪 期 て まで 発展 
させ て この 問題 が 追究 され る こと は な か っ た . チョ ッ に と っ て は 休眠 期 と も い を る 冬期 の , いわ ば 静 的 (平面 的 ) な 
面 ば か り で な く , これ か ら は , チュ ウッ の 活動 期 に お ける 積雪 の 作用 , すなわち 動 的 (立体 的 ) な 側面 か ら の 積雪 へ の 
アプ ロー チ が 必要 で ある . そし て , そう する こと に よっ て , ACE た 
Luehdorfia の 混 生 間 題 に つい て も , 新しい 視点 か ら の アプ ロー チ を ここ と ころ みる こと が で きる . 

① 7gpozzcg と か zzz77o2 の 産卵 習性 た は 顕著 な 相違 が 認め あられ, また ぐ ③ め 両 種 の 季節 的 な “すみ わけ "は , 各々 の 
食 草 の 発芽 期 が ずれ る こと に よっ て うら うち され て いる . この 二 つ を 必要 条件 と し て , Luehdorfia と その 食 草 に お 
よ ぼ す 積 雪 の 作用 を 解析 する と , Luehdorfia 1ine に お ける 両 種 の 混 生 実態 が 合理 的 に 概念 化 で きる . 積雪 は , 
japonica が ウゥ スバ サイ シン に 産卵 する チャ ンス を 増大 させ る 方 向 た 作用 し て , が zz77o7 と の 種 間 括 抗 上 , japonica 
に と っ て 有利 た 働い て いる . そし て , 原生 林 の 二 次 林 化 は この 積雪 の 作用 を 補強 する 役割 を に な っ て いる と 考え られ 
る . 

な お , 前 回 の 講演 で 述べ た コシ ノ カ ン ア オイ は クロ ヒメ カン アオ ォ オイ Heterotropa Yoshikawae F. Maekawa の 
誤り で ある の で 訂正 し て お く . クロ ヒメ は , jagponicad (こと っ て ヒメ カン アオ イ ・ コ シノ カン アオ イ ・ ラ ン ョ ヨウ アオ 
イ な ど に 匹 敵 す る 重要 な 食 草 で あり ( 副 次 的 な ぁ る の で は な い ), し か も これ は フォ ッ サ マグ ナ 北 縁 の Luehdorfia 
line 上 に ある . クロ ヒメ と 79 ヵ oz2c@ の 関係 に つい て は , 近く 別 と 発表 を 予定 し て いる . 













































































18. 日 本 産 ク レル マ アツ バ 亜 科 ( ヤ ガ 科 ) の 雄 に み ら れ る “scent organ” に つい て 大 和田 守 (国立 科 博 ) 














鱗 郊 目 の $8 に は , 交尾 の 際 \ に 対し て apirodisiac に 作用 する フェ ロモ ン を 放出 する と 考え られ る いわ ゆる "scent 
organ” を 有する を も の が 多く , これ ら の 形態 は 分 類 学 的 に も 重要 な 形質 と し て 注目 され て いる . た だ , これ ら “scent 
organ” は 一 般 的 に 退化 し て 行く 傾向 が 認め られ て お り (Birch, 1972. Entomologist, 105 : 185 一 205 & 233 一 
244) その 使用 は 注意 を 要する . 一 方 , Whalley (1974. J. Entomol. (B) 43 (1) : 121 一 128) は マ ド ガ 科 の ある 
グル ー プ で 後 球 から 出る “scent organ” の 発展 の 方 向 を 現 生 の 種 か ら 考 宗 し て いる . クル マ ア ツ ッ バ 重 科 に み ら れ る 
“scent organ” の 中 に は , 退化 し て 行く 傾向 が 顕著 に 認め られ る も の ゃ も あっ た . 

日 本 産 の 本 亜 科 で は 次 の 部 位 に “scent organ” が 現れ る : 下 唇 中 (CZZe77 の 727g ほか ), 前 股 (Zanc.ognatha ほか ), 
後肢 (Edessena), 前 夫 前 縁 裏面 ( 妃 adernnia ほか ), 前 玩 前 縁 表 面 ( ガ yg9727oes), 前 玩 表 面 (rotosema), 腹部 両 
側面 (Herminig), vinculum の 内 部 (Halennia ほか ). 
































19. ヒメ ヒ カ ゲ 裏面 の 眼 状 紋 に つい て 西 田 真也 (高山 市 ) 


日 本 産 ジ ャ ノ メ チ ョ ッ (Melanitis を 除く ) 25 種 の 後 将 裏 面 の 眼 状 紋 の 出現 する 位置 を 調べ る と , 1 一 7 室 す べ て 
こ 現 れる が eoe 属 か ら , 2 室 の 紋 ま で 消失 し て 無 紋 と な る こと も ある Oezezs まで 様々 で ある . ヒメ ヒエ カ ゲ の 場合 
2, 3, 6 室 の 有 眼 状 紋 は 常に 出現 し , 1, 4, 5 室 に 現れ た り , 現れ な か っ た り で , 最低 3 個 か ら 最 高 6 個 ま で の 変 

















異 を 構成 し て いる . 
ここ で は (1) 前 玩 裏 面 と 後 和 裏 面 の 紋 数 の 関係 ②) 後 贅 1 室 と 4 室 に 出現 する 紋 相互 の 関係 (3) 以上 (1), (⑫) の 地域 
に よる 差 を 調べ た . 


(1) 前 麹 紋 数 を y, 後 趣 紋 数 を ャ と すれ ば , *, y より な る 変異 域 は 中 国 , 東海 , 長野 で 相当 の 差 が あり , 東海 産 は 
変 民 が 最も 広く , 特に 三河 地方 で は 年 に よっ て も 変異 が ある こと が 推 宗 さ れ た . * と y ゅ の 相関 は は っ きり し な い . 
(2) 中 国 , 長野 県 産 は 1, 4 室 と も に 絞 が 出現 し て いる 個体 が 大 部 分 な の で , 変 典 の 大 きい 東海 地方 産 に つき 主 と 
し て 考察 し た . 

東海 地方 で ぁ 東 濃 , 尾張 , 三河 , 浜松 地方 で 若干 の 相違 が 見 られ る が , いずれ も 1 室 に 現れ れ ば 必ず 4 室 に ゃ 現れ 
る と いっ た パタ ー ン は 認め られ な か っ た . し か し 1, 4 室 が 対立 遺伝 を し て いる と ゃ 判断 し 難く , し いて 言え ば ど ち 
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ら か に 紋 が 出現 する 時 は 一 方 に も 出 や すく , 出 な いと き は も を も う 一 方 に も 出 に くい と いう 傾向 が ある と いう 程度 し か 現 
在 の 資料 か ら は 言え 々 な か っ た . 

な お , 対立 貴 伝 と 考え られ る 例 と し て 高山 市 周辺 の アイ ノミ ドリ シジミ 多 型 に も 触れ た が , いずれ に せよ ここ で 
は 現有 の 資料 の 解釈 の し 方 の 一 つの 例 と し て 述べ た に すぎ ぬこ と を 最後 に 述べ て お きた い . 


20. アゲ ハチ ョ ウ 科 に お ける epiphysis の 形態 に つい て 牧 。 林 功 (大 宮 市 ) 

周知 の よう に Papilionidae の 種 の 駿 節 内 側 に は epiphysis が 存在 する . この こと は 同 科 の 重要 な 特徴 の 一 つ で 
ある . し か し 従来 , その 形態 に つい て は あま り 顧 み ら れ な か っ た そこ で ここ に その 形態 の 一 端 を 明らか に し た . 

Epiphysis は 内 面 に 大 きく 開口 し た 袋 状 を 呈す る . そし て その 形態 は 二 つ の 類型 に 分 けら れる . 一 つ は Parnassius 
に 見 られ る も の で ラグ ビー ボー ル 型 を な し , 他 の 型 は その 先端 が 失っ た 形態 を し Papilio に 見 られ る . 

Baroniinae は Daronia brevicornis の みよ りな る が , 本 種 の epiphysis は Parnassius 型 で 非常 に 大 きく , 脆 
節 長 の 4% を 超え る . Parnassiinae の Parnassiini は 典型 的 な Parnassius 型 で , その 付 意 点 は 脆 節 の ほぼ ば 中央 に 
位置 する . また その 内 側 外側 共に 毛 が 密 生 し て いる . Zerynthiini は Parnassius 型 の epiphysis を 持つ が , その 
付着 点 は 腔 節 中 央 より 末端 た 偏 傘 し , な か に は epiphysis 末端 が 腔 節 末 端 と 等 し い 位置 まで 片 寄 っ た も の も ある . 
また epiphysis は 毛 覆 われ る が 一 部 , 外側 の 後 仁 は 毛 が 失 っ た ウロ ュ コ 状 に 特 化 し て いる . この 形態 は Papilio- 
ninae と 共通 する $ も の で ある . 

Papilioninae の Leptocircini の も ぁ の の うち 演者 の 検 し た も の で は , Graphium (Pathysa) eurous の も の は 
Parnassius 型 を 呈す る が , 他 は すべ て Papi io 型 の epiphysis を 持っ て いる . また ( ど .). aristeus,C (P.). 
egefes の それ は Zerynthiini の よう に 付着 点 が 肥 節 末端 た 偏 論 する . だ が その 他 は ほぼ 懇 部 の 中 央 に 位置 し て い 
る . Papilionini の も の は すべ て Papilio 型 の epiphysis を も ち , 脆 節 の ほぼ 中 央 に 位置 し て いる . また Papilio- 
ninae で は epiphysis の 表面 の 一 部 と 毛 の 特 化し た ウロ コ ュ 状 庁 を 持つ こと は Zerynthiini の それ と 同様 で ある . 






























































21. 白山 と その 山麓 の 里 小 坂 厳 (小松 市 ) 


白山 は 右 川 ・ 岐 阜 両 県 に また が り , 最高 峰 の 御前 峰 は 2702m で あぁ る. 最後 の 氷河 期 の 面影 を 残し て いる 山 と し て は , 
わが 国 の 西南 限 た 位置 し て いる た め に 沸 の 分 布 上 , いく つか の も ぁ も の は 西 限 に あたる も の も あり , ここ で は 現在 まで に 
確認 や 報告 の あっ た 613 種 の 中 か ら 分 布 上 特に 重要 と 思わ れる 下記 の 数 種 に つい て 報告 し た . 

和 名 の あと の ( ) 内 に , 採集 地 ・ 採 集 者 また は 報告 者 ・ 発 表 年 度 を 示し た . 

ジョ ッ ザ ン と トリ (観光 新 道 . 小坂 , 1977) 

マダ ラキ ノコ ョ トウ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アル プス マヤ ガ (室堂 平 . 神保 , 1967) 

タカ ネ ハ イイ ロ ヨ トウ (室堂 平 . 小坂 , 1977) 

ハイ イロ ハ ガ タ ョ トウ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

ミヤ マハ ガタ ョ トッ ( み だ が 原 . 田中 , 1966) 

オオ アカ ョ トウ ( み だ が 原 . 田中 , 1966) 

ミヤ マシ ョ ッ ブ ョ トッ (中 宮 . 小坂 , 1974) 

アァ イノ クロ ハナ ギン ガ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アル プス ギン ウッ ズ パ ( 南 竜 馬場 . 神保, 1968) 

ョ シノ キシ タバ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

バン タイ マイ マイ (白峰 . 小坂 , 1973) 

シロ オビ コバ ネ ナ ミ シャ ク (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アカ マダ ラ シ マ ナミ ク ャ ク ( み だ が 原 . 田中 . 若林 , 1963: 室堂 平 . 小坂 , 1977) 

サザ ナミ ナミ シャ ク ( 南 竜 馬場 . 神保 , 1968, み だ が 原 . 田中 , 1967) 

アル プス カバ ナミ シャ ク ( 南 竜馬 場 . 神保 , 1968) 

ッ ト モ ン ツ ト ガ ( 尾 添 , 富沢 , 1977) 
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